
EU-CBAM(国境調整措置）提案（21年7月14日）

• 対象：鉄鋼、セメント、アルミ、肥料、電気

• 導入時期：2026年～（23～25年は移行期間：報告義務のみ）

• 調整内容：
域外生産の対象品輸入時に、生産時のCO2排出量相当の「CBAM証明
書」（EU-ETS価格連動）購入を義務付け

生産国で負担した炭素価格（炭素税、ETSコストに限定）は相殺

• 適用除外国

アイルランド、スイス、ノルウェー、リヒテンシュタイン

他 EU-ETSと完全に連結された国

• 無償割当：26年以降年率10％ずつ縮小（35年に全廃）
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国境調整措置の課題（鉄鋼のケース）
そもそもWTO整合性に問題がある

環境対策に偽装された保護貿易措置の疑い（税収の使途）

内外無差別原則の抵触（恣意的計算、調整対象を炭素税、ETSのみに限定）

加えて・・

• 鉄鋼生産時のCO２排出原単位比較は容易ではない
• スコープ１（直接排出のみ）：EU-ETS
• スコープ１＋２（直間接排出合計）：ISO14404、省エネ法・温対法ベース、

• スコープ１＋２＋３：LCA（ISO20915）

• 鉄鋼生産時に負担する炭素価格は複雑（日本：温対税、石油石炭税、FIT賦課金等
の合計？）

• 上記２つを明確に把握せずにEU域内の鋼材生産にかかわる炭素価格との公
平な差分調整はできない

• WTO、パリ協定は「環境対策に偽装した貿易規制」を禁止しているが、詳細は
規定なし

• 欧州鉄鋼の炭素価格負担はETS無償枠配布、FIT賦課金90％減免（独）など
の公租公課減免措置のため、実質は低い

• 欧州鉄鋼業（Eurofer)はこうした減免措置を維持しながら炭素国境調整措置も
要求しており、環境NGOからは二重の保護措置と批判されている。
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出典：経済産業省：「世界全体でのカーボンニュートラル実現のための経済的手法等のあり方に関する研究会 」第一回（21年2月17日）資料１

日本のカーボンプライシング

4.3兆円

2.7兆円

2600億円
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EUの国境調整はここだ
けを調整対象に提案

炭素税（温対税）： 289円/t-CO2

+エネルギー諸税： 4057円/t-CO2

+ FIT賦課金 ： 6301円/t-CO2



新聞報道と現実のギャップ：EU鉄鋼のCP＝現状０
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出典：Electricity Costs of Energy Intensive Industries, An International Comparison, Fraunhorfer and ECOFYS（2015）

日本の産業用電力価格は高い（2015年 欧州シンクタンク調べ）

〇欧州で最安値は原発比率の高い仏 → 独は大幅減免措置で仏と平準化
〇日本のアジア太平洋の貿易競合国＝米中韓は日本の半額以下
〇その後日本のFIT賦課金（緑）は0.5～3€ctに・・・
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単位：千トン

出所：各国通関統計、American Metal Market

（EU28を除く）

EU鋼材輸入約4000万ｔ （ロシア、ウクライナ、トルコ、インド、中国）日本30万ｔ
EU鋼材輸出約2500万ｔ （米国、アフリカ、トルコ、中南米）日本5万ｔ
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出典：経済産業省 世界全体でのカーボンニュートラルの実現のための経済的手法の在り方に関する検討会 第4回（令和3年4月22日） 資料２


